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　研 重 美氏 1．1生 物 の 自然 界 蝦 察 審査 じ ：調 創的 蹴 雄 め ら糠 人 で あ る。又 そ の 科 學 的 感想 を

蜘 に 移 し て ，非 常 に f・糠 二 舌馳 轗 礁 筆 を揮 は れ た 人 で あ る ． 本 誌 の 瀦 は 本訟 び 彙報に 報告 せ

られ た る 研 究 論 丈 うく科學 に 闢 す る多 くの 著蓮に 敗つ て ，民 が 篤學 の 學 者 で あ る こ と を 夙 （に 熟知 せ ら る

る 親 思 ふ
・ 氏 は 昨 年夏 強 度 の TSI症 i・・ma　IJ　c 食懲頓 み に 減 退 し，て

， 多 年從事 し た る 教育及 著速 の こ と

に 從 事 す る 能 は ず 專 ら療麹 ：努め られ た る も 遂 砿 る 七 月 三
一
トーFL 五 ＋一歳 蝴 と し て 長 逝 せ 施 。

氏 の 生 物 に礬 す る 觀察力 は 益 々 鋭 く，自然 現 象 に 對 す る審美 眼 は 益 々 圓 熟せ られ，將 來 大 に 氏 の 研 究 著

逑 の 大 な る もの あ る 蜘 待 し て ゐ た が ，今 は 其 人 無 噺 に 哀愁 の 惑 に 堪 え な 、
・
。

　氏 の 告 別 式 は 八 月 ［：目東 京 に 於 て 基鰍 司 式 帆 とに 行は t・
， 參 列

・t・7． もの 先 輩學 友 多 数 牧 師 の SC
教 ・ 余 の 齷 朗 譌 一

高時代 よ V の 馴 面五 島先 幽 轍 安 部 黻 氏 曾 禰 武 氏 の 眞 情 こ め た 哀悼 の 辭 あ

り
，

一
同 は 故 人 の 人 格 を 追 慕 しっ つ 遣 馴 した る 未亡 人 及 び 二 人 の 令 息令 嫉 に 吊恵 を表 して 散會 した 。 下

に 當 日朗 讀 し た る 氏 の 履雁 を揚 ぐ。

　研 重美 君 君鰍 山嬬 衛 門 氏 の 次 男 と し
．
ご 欄 縣 田 方 郡 内 潮 重 寺 i二生 ま る

。 沼 津小學 機 縡 て

伊 豆 韮 僻 學 よ 1凍 京倣 館 中學 に 轉 じ，鵬 三 ＋ 五 年 同 校 を 轢 して 第一高 等 學 椥 ・ 入 リ 譜 ん で 東

締 國 大學 理 科 大 學 に 入 噛 物 學 を 専攻 し、HJ］ik四 ＋ ゴ 噸 生 動物 飽
・r一蟲類 の 蹴 を 轢 論 文 と して ，7．

出・其課 程 を卒業 せ られ た り
。 君は 忙來 自然 を愛 し，そ の 眞 と 美の 眞桁 に 觸 れ て 生 活せ られ た る 尊 き人

儲 勧 ・ 大 學 喋 を卒 へ て 後 ・煙 の 研 究 に 鰍 育曙 述に 躯 委 ね しが
， そ の 爲す所 常 に 君が 愛 着 せ

る 自然 の 探 究 と そ の 眞理 を 普及 す る の 一事 に あ り し な り。明治 四 十 三 年 北 海道 水 産 試 驗 揚 技 師 を拜 命 し，

同 廳の 廣 き管轄内 を、陸 に 海に 實地 踏 査 し， 大 に 鰊漁 業 其 他 に 貢獻 す る 所 あ D し も，君 の 健 康は 之に 堪
へ ず，朋 治 四 十 五 年職 を辭 し て 東 京 に 移 り ト 同年水 産 講 習 所 囑托 と な り，專 ら 魚 病 の 研 究 に 從 事 し 叉 魚

病學 水 産 動 物 學 を歎授 す。慰 の 研 究 は 主 に 寄生 蟲類 に 向 け られ ，鯉 鰻 の 胞 子 蟲類 ， 鰔 の V グ ラ 及 び 甲殻

勧 ペ ル ト ガ ス ・ − N 其 他 の 寄 生 韈 類 ・こ關 す る 似眈 は 有額 る も の 籾 ． 大 正 ＋ 年 水 産謂 鵬 托 の

職 を 退 き ， 自由 の 生 活に 入 リて 專ら著迎に 從事 し又 同 時 に 大 正十 年 曹洞宗大 學，大1E十 二 年 東 洋 大學 ， 大

正 十 四年立 教大 學 昭 和 三 年東 京 商科 大學 p 昭 和 L一年 慈 惠 魯醫科大 學 等に 奉職 し 自然 科 學 生 物學 を講義

せ られ た り。 想ふ に 石 井 君 が 愛潸 し て 親 し く研 究 し た る 自 然 は 槻 械 的 膚然 に あ らず ， 生 氣 に 滿 ち 漁 め ど

も盡 き ぬ 紳秘 の 生 物 自然 界 な U。斯 か る 自然 に 開 す る沼
’
の 知 識 は 自然 の 法 具ljに 順應 し ， 自然 の 眞 と美 に

感激 し・つ つ 樂 し く生 を營 む を 以 て 人 生 と す る 事 を 教 ゆ る もの に して
， 君 は 實 に 斯 か る生 涯 を途 られ た り

。

君の 著述 は 此 意 味 に 於 て 誠に 世 道 人 心 を 稗釜す る 所尠 な か らず 。 明 治三 十 九 年君が 高 等 學 校 時 代 に 秋 美

生 の 名 を以 て 著 し た る 處 女 作 「變勸物學 」 以 來 ，上 記 の 硯 究 に 闘 す る 論 文 以 タトに ，著 蓮 せ られ た る も の

を 擧 ぐれ ば ，大 正 七 年 厂生 活 の 始 ま りJ 大 正 十 年 「宇 宙生 物 及 び 人 類 創成 」 十 一年 「自然 と 科 學 」 十 二

年 「世 界の 終 り」 十 三 年 「蟻 の 祗會 生 活 」 十 三 年 「天 變地 異」 十 三 年 r生 物 界 の 驚異」
一
卜五 年 「科 學 讀

本 」 昭 和 二 年 原 著 マ ツ ケ ープ の 譯著 r＄．・？學 と 宗 教 と の 鬪爭」 昭 和 四 年 「自然 科 學 總 論」 昭 柵 岬 岩 波 生 物

學 講座 中 「日夲 産 魚 類 寄生 蟲 の 研 究 」 等 威書と な 1） た る も の 大 凡 十 二 種 に 及 び そ の 悉 くが 君 の 自然愛好

の 人 楕的 反 映 な ら ざ る は な し
。 君 咋 年 八 月 以 來青年時 代 よ り の 慢性 胃病 重 患 と な U

。 平 塚海岸 に 報 注 し

て 專 ら療 養 に 努 め られ し も食慾 進 ま ず衰 弱 日 々 に jlRは り，逑 に 七 月 三 十
一

日 午 齣 八 時 眠 る が 如 く し て 天

上 の 人 と な 抑 ・ 茲 に 謹 ん で 君の 經 歴 の 一
端 を述 べ 以 て 故 人 を傳 ふ

。 　 　 　 　 　 中澤毅
一
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